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「仁木町の風力発電を考える会」 
                宮下 洋子 

 
佐藤町長に 

「要望書」を提出 ‼ 
 

 

★ これまでの経緯と考察 

（株）関西電力（以後関電）は、１１月１５日、これまでの 
 

「（仮称）古平・仁木・余市ウィンドファーム事業」計画 

を縮小して仁木町を除き、新たに、 
 

「（仮称）古平・余市ウィンドファーム事業」計画 

として再出発することを発表しました。 
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一方、「仁木町を除き」としながらも、３町の首長の同意が必要な

ウィンドファーム事業計画から仁木町を外したのみで、行政区分と

して外したわけではありません。この分かりにくい巧妙な理由で、仁

木町の中も、本町と仁木町南部エリア（銀山・長沢・尾根内）にバ

ラバラに解体されてしまいました。 
 

そして、南部エリア（銀山・長沢・尾根内）だけ、白紙撤回では

なく、ゼロベースという位置付けで、新たな計画の可能性を残したの

です。「それでは仁木町南部エリアは、仁木ではないのでしょうか」

と、言いたいところです。 

 

★ 関電の都合のいい詭弁 

これは明らかに関電の都合のいい詭弁であり、古平・余市と、仁木

の南部エリアを残す為の巧妙な苦肉の策なのでしょう。 

恐らく、この事業を実施するために必須となる地方公共団体の首長

に与えられた「保安林解除」という権限の行使が、古平・余市だけで

も出来るようにしたのだと思います。 

従って、仁木町は当初のウィンドファーム計画から外れ、南部エ

リアも外れたので、南部エリアだけを切り離し、新たに始めようと

すると、ゼロベース（配慮書段階）から始めなければならなくなっ

たという事になります。 

関電は、このリスクを侵してでも、実現可能性と利益の大きい古

平・余市を優先したのでしょう。しかし、 潔
いさぎよ

く仁木の南部エリア

も中止しなかったのは、銀山は風況の良さや、林道や高圧電線がす

でにあるなど、利益が大きく見込めるエリアだからだと思えます。
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ところが、住民の側からすると、仁木町の中では銀山は、低周波音

や地滑り、獣害など、最も危険な一番作ってはいけない所なのです。 

 

 

★ 「方法書」 段階での「住民説明会」 
※（6 ページに参考資料添付） 

 
昨年の１２月１６日、関電により、 

「（仮称）古平・余市ウィンドファーム事業」の方法書段階での「住民説

明会」が、仁木町で開かれました。 
 

仁木町は「ウィンドファーム事業」から除外されたのに、「なぜ、 

説明会をするのですか」との「考える会」からの質問に、仁木町住

民環境課と関西電力は、 

「風車が建設されるところから、１０キロメートル圏（仁木町も入

る）内は、景観などの影響があるので、業者は住民説明会を開いて

住民の意見を聞かなければいけないからです。」 

と、答えられました。 

説明会には、多くの住民（約１２０名）が参加し、積極的に反対

の意思表示を致しました。仁木は除かれたとはいえ、余市に建設さ

れれば、景観のみならず、低周波音の害や、獣害など大きな影響を

受けるからです。 

 

///////////////////////////////////////////////////// 
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要 望 書 

仁木町長 佐藤聖一郎 様       2024 年 1 月２５日 

 

仁木町の風力発電を考える会 代表  穂積 豊仁 
 

 

昨年、１２月２１日の仁木町議会において、佐藤町長は、山内健生議

員の質疑を受け、（株）関西電力（以後関電）の仁木町南部地域（銀

山・長沢・尾根内）の風力発電再計画についても、「具体的な検討が行わ

れる場合には、反対の意見書」を提出する」事を明言されました。 
 

 

１， ＜即時完全撤回＞の意見書を 
ー仁木町南部エリアについてー 

しかしながら、「具体的な検討が行われる場合には」という前提条

件がついている為、まだ、完全撤回とは言えません。関電側が具体

的検討を中止し、即時完全撤回してくれなければ、住民は、何時ま

でも安心できません。 
 

そこで、町長に於かれましては、以下の内容で関電に対し、毅然

とした姿勢で、反対表明して頂きたいと思います。 

 

① 南部エリア（銀山・長沢・尾根内）の風車建設計画をゼロベー

スではなく、即時完全撤回して欲しい事。 
  

② 新しく具体的な計画を出してきても、町として「保安林解除」は

出来ない事。 
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２， ＜即時完全撤回＞の「意見書」を 

―「（仮称）古平・余市ウィンドファーム事業」についてー 

 

１２月２１日、佐藤町長は、議会において、「（仮称）古平・余市ウィン

ドファーム事業」についても、「住民の意見を鑑みる」と確約されまし

た。 
 

そこで、仁木町の首長として、景観はもちろんのこと、仁木の基

幹産業である農業を守り、住民の健康を守るために、北海道知事と

関西電力に対し、「（仮称）古平・余市ウィンドファーム事業」について

も＜即時完全撤回＞を要望する「意見書」を提出して頂きたいと思い

ます。 

 

次の「準備書」が出てからでは、「準備書」を作成するために、事業

者も多額の投資をすることになり、後に引きにくくなりますし、当然、

そこまで、関電に対して容認してきた仁木町の責任も問われる事に

なります。 

それに、住民は、もうすでに十分反対の意思を表明していると思

います。 

 

従って、準備書が出てからではなく、現在の段階で、「（仮称）古

平・余市ウィンドファーム事業」計画について、＜即時完全撤回＞の

「意見書」を、北海道知事と関西電力に対して提出して頂きたいと思

います。 
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３， 余市・古平の町長に対して 
 

また、余市・古平の町長に対しましても、隣接地に建てられれば、

仁木町も大きく被害を受け、決して無関係ではないことを、しっか

りと伝えて下さるようお願い申し上げます。 

 

以上、よろしくお願い申し上げます。 

 

/////////////////////////////////////////////// 

※ 環境アセスメントの手続き..      

 環境アセスメントは、対象事業が周辺の自然環境、地域生活環境などに与える影響

について、一般の方々や地域の特性をよく知っている住民の方々、地方公共団体な

どの意見を取り入れながら、下図の流れに沿って事業者自らが調査・予測・評価を行

うことをいいます。 
 

  

現
在 
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【会合のお知らせ】 
 

①「余市町の風力発電を考える会」第一回学習会 
日時：1 月 28 日(日)14 時〜15 時半 
場所：豊丘老人寿の家 
   余市町豊丘町 643 
講演：  
【風車が稼働した地域で起こっている問題】 
風力発電の真実を知る会代表/北海道風力発電問題ネットワーク
代表/風力発電を地域から考える全国協議会共同代表 
佐々木邦夫氏 
（詳細は次ページ参照） 

 

② 「北後志風力発電連絡会」会合 
会議：余市町、古平町、小樽市、赤井川村、仁木町の各代表者 
日時：1 月 30 日（火）14 時～16 時 
場所：余市町公民館  

 

③「小樽の巨大風力発電を考える会」学習会と懇談会 
日時：2 月 10 日(土)10 時〜12 時 
場所：いなきたコミュニティセンター2 号室() 
   小樽市稲穂 5 丁目 10-1 いなきたビル 5 階 
講演：【巨大風力発電の危険性】 堀岡氏 
懇談会：後志・石狩の山と海での計画阻止運動の地域連携 

  
 
※皆さんと共に、この風車計画を 18 基から 0 基にする行動を、 

今年も会として継続させていただける事に感謝しております。 
引き続き、ご支援ご協力をお願い申し上げます。 
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